







































































































































































































































































































































































































































話」 は，子ど もや若者の「‾生活圏」 の中にあるも





























つ に通底している地域の中での 匚ごみの処理」 は




第1 時で は，導入部で池野 の 匚他者化」 の見解
を生徒にぶっ けてみる。即ち 厂君たちはごみを分

















































































































































































































第2 時　 わたしたちと地方自治「ごみはどこへ行く？」 (○は認識　 ＠は行動)








































































第3 時　静脈産業は伸びる「ごみも分ければ宝の山」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （○は認識　 ●は行動）


































































学習活動と内容（主な発問） 教　 材 生徒から引き出したい認識と行動
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